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まえがき

本謂査団は､平成元年6B11 0日より7月1までの21日間､ジャマイカ国において

下記の農業開発関連プロジェクト調査を実施した｡

1.ペドロ平原慈概計画

2.ポートランド地域農業給金開発計画

本調査団はこれらプロジェクトに係わる必要な情報及び資料を境地敢簡閲係者より耽

集すると共に現地踏査をも行い､これら資料に基づいて今後のプロジェクトの方向付け

等について協議を行った｡

この結果､上記2プロジェクトの内､特にペドロ平原港概計画に関しては日本の経済

協力案件として先方政府も高いプライオリティを与えており､これの早斯夷施を期待し

ていることが明確となった｡

又､ポートランド地域農業組合開発計画については､プロジェクトの内容及び規模の

整理が必要であることから､将来のプロジェクトとして今後に斯持することとなった｡

最後に､詞査団に対し適切な助言とご指導を賜った在ジャマイカ日本国大使緒､ジャ

マイカ国是菜箸､ Planning Institute of Jamaica (PIOJ), Undergrourld Water

Authority, National lrrigation Commission, National hlater ComJRission

をはじめとする両国政府関係機関に対し深甚なる謝意を表したい｡

平成元年 7月10日

団長:原 定 生

(建設企画コンサルタンり
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第1章ペドロ平原在職計圃
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I.1プロジェクトの経緯と背景

計画の対象地域であるペドロ平原はセ.ントエリザべス行政区の南部に位置し､古く

から牧畜(肉牛)及び読薬類の生産と農民の勤勉性で知られて.いた｡しかし､一方で

は降雨董の少なさ(年間12仙m)や近瓢の河川が無いことなどから､増産が難しく且

つ水利の便の藩さから生産時期が重なり過剰生産による値崩れが発生するなどの問題

を擁していた｡このぺドロ平原の一部であるハンスロウ(Rounsl(刺)に1968年､奄概

施設が完成し1680エーカー(670ha)に対し雇潜が甜姶さわ_t述の語間題のほとんどが､

この地区に限って言えぱ解決された｡この鳶職地区は司在でも適正に運営されており

牧畜と共にメロン､玉葱､トマト落花生､豆類等が栽培されている｡

ジャマイカ新政府(1989年2月セアガ政権より魂マンレ-政権に交代)は｢J+国

の農業政策に関し過去の輸出作物の奨助から一部転換し､国内消葉作物の増産と荒廃

した協同組合組織の再建に目を向けている｡これは国内消費作物の供給を安定させ､

小農の収入増を計ると共に観光セクター(ホテル)に対する供給を確実にし､可能な

限り薦薬類の輸入を削減することを主眼としたものである｡

一方､国内消費作物(就業類)の生産に従事しているのもま､その捻とんどが､小農

でありこれらに対する農業基盤整備が不可欠と成っている｡これらの基本的改発と質

実の諸問題を勘案し｢J+政府は､ハンスロウ奄概地区の拡大計簡を実施に移すベく

検討を進めてきており､これに｢ぺドロ平原恵概計画+と命名すると共に高い優先度

を与えた｡

政府はこれにより農作物の生産性を高め､小農の収入増を勤持すると共に国内消襲

作物の増産を期しており､このプロジェクトが地域港概計画のパイロットになること

を目指している｡

本計画は､ハンスロウ竜概計画地域を拡大し､ペドロ平原に合計6000エーカー

(2400ha)の惑概地域を怠fJ出しようというものであり､19eX)年代初期のオランダによる

基本甜査から1972年のFAOに依る､ 5部から成るF/S鍔査までが完7している｡

I.2 プロジェクト対象地域の現況

プロジェクト対象地域はセントエリザべス行政区の南部でありアッパーモラス

(Upper Morras)とロワーモラス(Lo肥r Morras)及びサンタクルス山脈に囲まれた丘陵

- 2 -



地域である｡この地域は古くから畜産及び読業類の生産で知られており､現在でもそ

の主生産物の畜産物､メロン､玉葱､トマト､落花生､豆類等のほとんどが首都キン

グストン､観光都市モンテゴベイ､オチ才1)オスに対して供給されている｡

当露地域は降雨量が少なく且つ永和の便が悪い事はさきに述べた通りであるが､こ

れに加えて地域上水(飲料水)の慈親水への無断転用による飲料水不足が発生してお

り､これの解消も急務である｡

先に述べたごとく､プロジェクト対象地域内には既にハンスロウ奄淑計画地域

(670ha)が存在し､ハンスロウニイリゲ-ション-オフィスにより適正に運営されて

いる｡水療は4本の深井戸であり時間当り最大3000m3の給水を行っている｡一日当り

のポンプ運転時間は7-8時間で､年間の維持補修費用は平均50万JS､ハンスロウ地

域内の約180戸がWater Cahrge (水利費)を支払っており､その戸別の支払い金額は

年間25JS-300JS (1USS=5.35JS)の間にある｡

計画対象地域であるペドロ平原は標高35m-75mの丘陵地帯であるが､比較的起伏

に乏しく平地の多い､従って新たな耕地造成などを必要としない地形である｡年間降

雨量は平均的に12伽程度であり､気温は最高28度､最低23度程度である｡

このベドロ平原には約670-700戸の農家が営農しており平均的な土地所有面積は

2-5エーカー(0.8 -2.Oba: 8反-2町歩)であり､本計画は新政権の基本方針の

一つである､小農保護･育成政策が反映されている｡

1.3 プロジェクトの概要

I.3.1 目 的

当該案件の基本的目的はすでに一部述べた通り:

1)国内消費作物の増産を計り､供給を安定させ､

2)小農の攻入増を計ると共に

3)練光セクター(ホテル)に対する供給を確実にし､

4)可能な限り南桑類の輸入を削減し外貨の琉由を阻止すること､

5)地域上永の港概利用を防止すること

を主眼としたものである｡

又､副次的には､ Black良iverの利水を計ると共に､地下水の保護及び飲料水への

-
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利用を使先することをも包含する｡

I.3.2 内 容

プロジェクトの内容は大別るすと下記のように4つに分けられる｡

1) Black Riverよりの取水と導永路

2 )癌概計画地域(1700ha)への配水施設(Pipe Line)

3)各固場におけるスプリンクラー施設

4)萌存のハンスロウ雇概施設の修復･補修･改良

ブラックリバーよりの取水･引水はラコピィアにて2-3mのポンプアップをした

のち開水路にてマウンテンサイドまで約11k皿を重力にて沈下させる｡

配水計画としては､マウンテンサイドまで流下させた物を､再度ポンプにて加圧し､

港概地域への配水することとしている｡

一方､萌ハンスロウの養親施設はパイプの殆どがアスベストパイプであり､これら

パイプ及びバルブ類など現況施設の修理･修復･置き換えが必要とされている｡

I.4 概算プロジェクトコスト

概算要用は捻額30L%円(US21,∝札000-)と推計され､このうち約75-80%が外貨分

(22 - 25偉円)と見積もられている｡

i.5 実施計画

本計画を､ジャマイカ政府は本邦のOECFによる円借款により実施したいとの希_

望を持っており､実施計画の作成と併せて､萌在これに向けての手続きを行っている｡

これに依れば､実施は現在下記のように計画され‾ている｡

ー
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業 務 内 容

コンサルタント契約･承藷

現存F/‾Sの見直し

詳細設計

入札など諸手続き

本体工事実施

作 業 年 月

1990 Aug.

19fX) 〔わt- 1990 Dec

1991 Jam - 1991 Sep

1991 0ct - 1992 Mar

1992′Apr - 1994 Mar

ジャマイカ政府はOECFとのL/A調印を本年度末もしくは来年度早々と見てい

るようであり､これに基づいて全体をみるならは妥当な計画と言えるであろう｡

l.6 将来計画

ジャマイカ政府は本プロジーェクトに引続いて､本計画の延長線上にある､東隣の地

域であるエセックスバァレ-
･プルサバァナ地区及び西側のホッヂス･ロアナ地区の

登載施設開発を計画している(次真の位置図参照)
｡

この両地域は標高が30m- 180mのなだらかな丘陵地帯であり､ペドロ平原と同様

の地形である｡しかしながら､これら地域に対しては､本計画地域がFAOのF/Sが

為されていたのに対し､過去にF/S詞査が為されていない｡従ってジャマイ.カ政府は

この2地域に対するF/S詞査をJ I CAに依頼し､これを基に将来OECFの円借款

で､本陣工事を実施したいとの強い希望を持っている｡

この2地域､エセックルパァレ- ･プルサバァナ地区(40CK)ha-6∝氾ha)及びホッ

ヂス･ロアナ地区(1200ba)の港概計画策定に対しては､ F/S調査を通じて下記のよう

な諸点を重点的に検討する必要がある｡

1)永瀬(地下水及び表流永)と土壌詞査

2)土地利用計画の策定

3 )産概計画･永管理計画及び竜概施設運営管理計画

4)営農指導･流通計画･マーケッティング計画

これらの諸点をジャマイカ側と検討協議した結果F/S謂査に関して次の様な基本構

憩が考えられた｡

- 5 -



プロジュクト位置図
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畠)調査期間は15-18ヶ月

b)必要人月は50-釦桝

c) F/S詞査費用は約1.5 -2億円

d)詞査用車両･コンピュータなどは調査団の持ち込み

e)ジャマイカ脚は作貴重などを準倍する用意がある

この第二次案件とも言うペきF/S調査に関しては､可能な限り速やかに､日本国に

対し正式要請を提出することと成った｡

i.7 培縞と提言

ぺドロ平原慈概計画は､これまで述べてきたように実施の可能性の高い､且つ有益

なプロジェクトであり､これにジャマイカ政府が高いプライオリティを置いているこ

とも十分うなずける｡

特に､当番地域に於いて農業の生産性を高め､小農の収入を高め､生清レベルの向

上を計るという目標の基に計画されたパイロット的プロジェクトであり当該国の将来

にとっても重要なプロジェクトである｡

これらの諸点から､日本政帝がOECFを通じて､経済援助の手を善し伸べ速やか

なプロジェクトの実施が計られることが期待されると共にJ I CAによるF/Sの実施

も靭持される｡
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第2章ポートランド地域農業組合間発計画
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2･1地区概_要

Por･t Antonioの後背地であるPorltlandにおける農業関連社会基盤整備は大きく分け

て以下の4つに分類できる｡

(1) Agrlicultur･al Roads(Trtunk Road)

(2) Boxing Plant

(3) Road Side Storage

(4) Domestic uaterl Supply

(5)その他

2. 2 Agr-icultur､al Roads(Tr,unk Road)

Agrliculturlal Roadsは哉況幅員Ll. 5m-5mであり舗装は浸透式マカダムである｡農業

用主要幹線のうち現在早急に手当を必要とされている箇所･延長は49マイル(78kn)

ある｡これを舗装幅員6mとし橋梁の架け変えと常装の新設が必要であろう｡この地域

は過去バナナを主として生産してきたが先の政権時にココナッツに転換することが奨

助された｡しかし萌実に法､小農が多いためその転換もままならず結局どちらかつか

ずに成っている｡今次政権は壊存のバナ生産を軌道に乗せ小農保護を考えているが道

路その他のインフラが十分でなはなくこれの改良を必要としている｡

2･3 声oxing Plant

一方昨年(1988)に於けるハリケーンギルバートによる被害はバナナの缶詰工場を

大きく破壊して7箇所ある工場のはとんどが機能していない状態である｡従って道路

の改善に併せこれらBoxing Plantの修理改善も必要不可欠である｡

これによりバナナの輸送中の荷傷みが大幅に改善されると共に輸送の効率化が図られ

る｡

2.斗 Road Side Stor.age

萌地は北緯18o 10'に位置していることから年間を通じて最高気温28ま､最低気温

20産前後と比較的気温は安定しているものの､肥料等の農業用資材及び農業生産物の

叔受が､ Feederl Roadの未整備のため､幹線道路拾いに荷物をおくことで行われてい

るため､直射日光､風雨等による農業用資材及び生産物の傷みが発生することな否み

- 9 -



難い｡これを防止するには､幹線道路沿線に簡易な物資耽受用の倉庫･小屋を幹線沿

線上の2から3‾hに1箇所程度設置することにより解決することが可能であろう｡

2･5 Domestic tJaterl Supply

当番地域は上水遭の施設が未整備であり､簡易な井戸または湧水などの水療を飲料

永として使用しているのが､萌実である｡農業省･ National Waterl Commission等が

地域上水供給計画を立毒しているが､実現されるにはまだ時間が掛かると思われる｡

2.6 その他

当落地域を見る限りに於て､ハ7)ケ-ンギルバートの影響は未だあちらこちらに残

っている｡その一例が小学校､幼稚園などの校舎である｡咋1988年のハリケーンによ

る被害は校舎の屋根などを破壊し､現在の授業は倉庫の跡地(少々の屋根が残ってい

る)で行われており校舎の改築または修理計酎ま襲時点でい?の事なのか不明である｡

従って旧校舎を取り払い､プレハブによる学舎を建設し可及的速やかに修学の条件を

整備する必要があろう｡

2.7 結論と提言

結論として､これらを縫合すると､この_地域において直ちに新規プロジェクトが発

生するとは言えぬが近い将来に於て､無償･有償の事業が発生する可能性は高いと言

える｡

又､ここに述べた農業関連社会基盤整備の他にーPorlt Antonio市街地の再開発も今後

の敏光開発計画と絡んで考慮すべきであろう｡

-
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1.萌査鼻略整

粛査点並びに経歴

調査員名 経箆

厚定生 昭和17年8月28日生

(団長-地域総合

鰐免)昭和幼年各月寓海大学鍛工学賂土木工学科卒集

S.40.4-S.46.11‾新日本土木㈱

SAG.12-S.48.3東京都住宅供給公社

S.48.4-S.63.12三井協同建設コンサルタント㈱

臥1.5-萌在㈱建設企画コンサ)I,タント

希舛本部運帝王適評銀星

中川絶彦

(経済)

昭和4年7月2日生

昭和諮年3月明治学院大学経済学部経済学科卒賞

S.28.4-S.34.3豊田自動織機碗

S.34.4-′現在豊田通商㈱-

中南米地域担当部患

tl.1.5-現在㈱建設企画コソサ)i,タント

嘱託

島崎一章 昭和22年1月1日生

(潅概･排永)

昭和45年3月棄京農工大学農学部農業生産工学科卒業

S.45.1-S.47.1海外青年協力隊(ラオス)

S.47.‾豆ト'--a.49.3青森県川雪牧場

SA9.4-S.52.3ライト工糞㈱

S.52.4-S.55.9東京大学騒海菓敦所

S.55.1O-顎在㈱建設企画コyサルタント

海外本部農翼隈盤部次息

A -
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2..調査日程 (1/2)

原･島崎分

日程表

日数 年月日 出発地 到着地 宿泊地 備考

1 元年6.10土 成田 マイアミ マイアミ 出発成田-ダラス(AA(轍))
ダラス-マイアミ(AA172)

2 llEr マイアミ わグかン わグかン マイアミ-わ5-3け(AA1221)

3 12月 〟 日本犬使舘,経理府訪問

4 13火 〟 農業省,国家加賀聴庁訪問

5 14水 キング祁ン ブラック･)]Y-

I

ブラック1)1r-移動･環地調査

6 15木 〟 頚地粛査

7 16金 (r 〟

8 17土 ブラックt))i- モシテゴJ('ィ
I

モンテゴベイ 移動･萌地謝査

9 18日 〟 草地鋼査

10 19月 モシテゴベイ *'-けンr=オ ボーけシーニオ移動･現地粛査

ll 20火 (r 現地調査

12 21水 /y t(

13 22木 ボーけントニオ わグかン キングかン 移動

14 23金 〟 情報整理

ユ5 24土 Jyノダ

16 25日 〟 〟

17 26月 〟 農業省,国家氷室藤庁報告

18 27火 // 日本犬使鎗,絵理府報告

19 28水 キングRt･ン ワシントン ワシントン キングかン-マイアミ(AA1203)

マイアミ-ワシントン(CO402)

20 29木 〟

OECFワシントン事務所

21 30金 ワシントン 機内泊 ワシントン-ダラス(AA537)
ダラス一成田(AAO61)

22 7.1土 鹿田 瑞垣

A - 2 - 1



2.爾査日程 (2/2)
中川分

日程表

日数 年月El 出発地 到着地 宿泊地 備考

1一 元年6.5月 成田 マイアミ マイアミ 出発成田-ダラス(AA(お0)
ダラス-マイアミ(AA172)

2 6火 マイアミ キングニ朴ン キング加ン マイアミ-キング祁ン(AA1221)

3 7水 〟 資料牧集

4 8木 〟 〟

5 9金 〟 〟

6 10土 〟 〟

7 11日 〟 〟

8 12月 〟

日本大使緒,捻理府訪問

9 13火 〟 農業省,国家永宴療庁訪問

10 14水 わグ加ン カp)ク1J)Y- ブラック1)lS-移動･草地鋼査

ll 15木 〟 頚地粛査

12 16金 Jr 〟

13 17土 ブラック1)]S- モンテゴベイ モンテゴベイ 移動･萌地詞査

14 18日 Jr 萌地調査

15 19月 モンテゴベイ *'-けントニオ ボーけントニオ移動･萌地調査

16 20火 〟 現地調査

17 21水 〟 〟

L18 22木 *'-トアントニ才 わゲストン キングかン 移動

19 23金 〟 情報整理

20 24土 〟 〟

21 25日 〟 〟

22 26月 〟 農業省,国家水姿療庁報告

23 27火 〟 日本大便緒,経理府報告

以降自社業務

A - 2 - 2



3.牧集資料7)スト

1 ) GrLOund uatep SurlVeyS in Two ArleaS Of the Inter･iorl JA血ICA Apprlaisal Repor･t

of the PedrlO Plains St. Elizabeth / UNDP/PAO 1971.

2) A Review of- Irlr･igation PrlOPOSals fort the Pedrto Plains / National uater､

Comm土ssion, 1982.

3) Semi-Dtailed Soil Sur･vey of the PedrlO Arlea / Soil SurlVey Staff, Misistrly

of- Agrliculturle 1989.

叫) TopogrlaPhical Map (PedrlO Plain Arlea, 1/50, 000, 1/5, 000).

5) Population Pr･ojection Jamaica 1980-2015 / Statistical Institute of Jamaica.

6) population Census 1982 Volume 1 / Statistical Ir)stitute of Jamaica.

7) Census of Agr,iculturle 1978-1979 Volume 1, 2 / Statistical Institute of

Jamaica.

8) Statistical Year Book of Jamaica 1987 / Statistical Institute of- Jamaica.

9) Quarlterlly Economic Reporlt Octoberl-Dece皿berl, 1988 / Planning Institute of

Jamaica.

A - 3



4.両級者リスト

日本政府関係者

川 岸 参事官

五十嵐 所'島

中 村 駐在貞

ジャマイカ政府関係者

Dr. Peter D.PHILLIPS

凹r. Joseph D.恥ⅣLEl

nr.鵬nstoJI A丹DERSON

班r. Thorant ”.RARDWA珪E

Mr. Anthony B. Fall

Mr. Basil FE馴ANDES

t)r. Lloyd G鑑Y

Hr.妊ar1 8ENⅣET

Mr. Me棚Iant BEt托SFOtiD

Hr. Winston L.80珊E

Hr. Roy GluNDLEY

Mr. Selvin包IC玖ARDS

在ジャマイカ日本国大使館

在ワシントンJICA事務所

在ワシントンOECF事務所

Minister of State/Office of the PritAe nirLister

Executive Director/Office of the Pri抑e Hizlister

Planning hstitt]te of Jamaica

I)nderground Water Authori ty

Underground Water AtJthori ty

Underground Water Authori ty

National Water Commission

National Hater Commission

National Irrigation Co帆ission

National ∫rrigation Cornmission

EonsloIヾ Irrigation Authoruty

Land Atlthori ty Portland

A
- 4



5.甜査実施革

(エセックス-プル/ホッジロアナ農業開発計画)

Tentative TeI'mS Of Refer･ence fort Feasibility Study on

Essex-Bulユ&月odges-Luana Agvucultur･al Development Pr10JeCt

i Objectives of the Study

The
objectives of

the study ar､e to formulate the Essex-Bull 良 Hodges-Luar)a

AgrLiculturlal Development Prtoject, Which emphasize the
satisfaction of

the prleSent

and potential demands fort waterl fort agrlicultural uses in soutber･n St. Elizabeth

ir) Ways which Mill at the ユeast avoid ecoDOnic loss to the natio凸as a地oユe

ubile obtaining the best uses of available rleSOur-CeS.

Along uitb the above, on-the-job tr･aining of the Goverlnment Officials shall

be underltaken in the courlSe Of executing the study for､ the purpose of realizing

an effective tr･ansferl Of knowledge.

Ⅱ Outline of the Study

ln order･ to achieve the objectives tnentioned above, the Study shall cover,

the follouing items.

l. Study Area

The Study area Will be br･oadly divided into two(2) rlegions, namely the Essex

Vally-Bull Savanna r･egion cover･ing叫, 000-6, oooha and th声Bo_Qg軍S-Luana rlegion.

1, 200ha, located ir) the soutberln St. Elizabeth.

2. Scope Qf qor虫

Tbe
activities to be undertaken by the Study Team Mill be divided into the field

uor'ks in Jaalaica arld the home Office uorlks in Japan.

A - 5 - 1



2-1. uorlk I (Field uor･ks)

Tbe f-ield uopks Will coverl the foil.owing items;

(1) To collect and rleVieu the peievant existing data and infomation,

includ土ng ;

a･ Topogrlaphy

b. Meteor､ology ar】d Hydr､ology

c. Dotnestic IJatert Supply

d･ Geology and Hydpogeology

e. Soil and Land use

f. Soil mechanics and Constr､uction皿ater･ials

g. Irlrligation and Dr･ainage

h. Agr-iculturle and Agr-o-economy

i. Sociology and Socio-economy

j. Agr､icultur･al institutions

k. Existing agricultur･al development plans

l. Otbeps.

(2) To car･r･y out supplenental above data collection and field investigation

in the Study arlea, including the following itenLS;

a･ TopogrlaPhical survey ln and artrlOund the major StrluCturteS

b.凹eteortological survey･ and bydr-ological surtvey

c･ Geological sur-∨ey

d. Gr･ounduater･ sur･vey

e. Land use and soil classification survey

f. Cr･opplng Patter､n SurlVey

g. AgrlO/socio economic survey including agrlicultural institutions

h. Data collection and analyses to secur･e constr･uction阻ater･ials and to

estimate prlOject cost.

A - 5 ･- 2



2 -2.
uor･k Ⅱ (Home office uopks)

Tbe following hotne office uor.ks Will be conducted in accorldance uitb findings

it) the field suT'Vey 1'

(1 ) To f-orlmulate the agrlicultural development plan in the Study arlea ;

(2) To forlmulate the irlrtigation and drlainage plan and the land use plan for･

the
pr-oJect ;

(3) To prepare the rlehabilitation plan fort the existing tnajorl StrtuCtuPeS and

tbeirL Pr､eliminarly design for･ the prlOject ;

(叫) To forlmulate the plan of operation and Enaintenance for, the uaterl control

and maJOr､ StrLuCtur,eS ;

(5) To forlmulate the plan of the orlganization and operation forl the
pr･oject ;

(6) To prlepar･e the implementation schedule of the pr,oject ;

(7) To estimate the costs and benefits of the prlOject ;

(8) To make economic and financial畠nalysis fork the prLOject ;

Ⅲ Worlk Schedule

The uhole uorlk Will be car･r･ied out in accordance uith the attached tentative

scbedule.工t is scheduled that all uorlks will be firlished in 16 months,

comppising Work- I f-orl Six (6) months, uorlk-Ⅱ forl five (5) months, and

pr-epar-ation of the final r,eporLt Ubich Will be completed two (2) months afterl

rleCeiving the comtnents fr･om the Goverlnment On the dr･aft finalトepor､t.

A
- 5 -
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TENTATIVE SCHBDULE

･ br)thュy

”

l

U｢

I

J>

10 ll 12 13 14 15 16 17 18

Wo rk-I

(工nJamaica)

■■
(FirlSt Field -わrb) (Second Field iわrlk)

Wo rk一正
l

(In Japan)

⊂=

Report s △

P/0

△ △

P/氏 Int. R

△ △

D/R F/氏

P/0 : Plan of Oprntion

P/R : Pmgr慨Reporlt

lnt.氏 :エnterlitn Reporlt

D/R

'
.

Draf-t Final Re匹)Pt

F/冗 : Final Repr･t

19



6.現地写真

6-1計画地区(真部)

6-2 計画地区(棄部)

6-3
･計両地区(西部)

6-4 Pbase I/Ⅲ地区

6-5 既存竜概プロジェクト

6-6 同 上
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